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今回引用したのは、８月２日の東洋経済オンラインに掲載されていたデータです（下図参照）。
この数値が示す通り、我が社は「コロナ禍で会社存続の危機」とまるでオオカミ少年のように
騒ぎ立て、私たち社員の不安を煽り徹底した人件費削減を進める一方で、自身はひたすら私利
私欲を追求し一人勝ちを目論んでいます。マジックでいうミスディレクションみたいなもので
すね。「社員年収」を比較しても分かるように、会社が「コロナ」を免罪符に、もともと下限
にあった労働条件をここぞとばかりに引き下げようとしているのは明白です。臨時貸付制度、
テレビ撤去、某乗泊の休憩室封鎖（他の部屋で密状態）といった数々の愚策からも、社員から
搾り取れるものは意地でも搾り取ってやろうというわけだからその悪質さに辟易させられます。
「モンキービジネス」という悪ふざけやインチキを意味するアメリカにおける造語（１９世紀
後半）がありますが、笑うに笑えません。ところで、４日の西日本新聞によると、JR九州が３
日発表した２０２１年４～６月期連結決算は、純損益が９億２７００万円の黒字だったとのこ
と（前年同期は５１億１９００万円の赤字）。列車の減便や人件費の圧縮による黒字化という
のも情けない話ですが、そもそもコロナ前にあっては、会社は「赤字路線が多い鉄道の事業で
儲ける気はない」という姿勢を露わにして安全設備等への投資を怠ってきました。それがコロ
ナを期に今度は「鉄道収入の大幅な減少による危機的状況」と大騒ぎし、社員や乗客の切実な
声を度外視して堂々とコスト削減に踏み出すのは、あまりに調子が良いといえないでしょうか。 


